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市議会だより 第
二
次
追
加
予
算
な
ど

二
二
議
案
を
可
決

昭
和
3
6年
最
後
の

市
議
会
（
1
2月
定
例

）
は
さ
る
1
2
月
８
日

か
ら
2
1
日
ま
で
の
四

日
間
（
う
ち
一
日
自

宅
審
議
）
開
か
れ
ま

し
た
。

今
回
、
提
出
さ
れ

た
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す

長
門
市
職
員
定
数
条
例
の
一
郎
改

正
（
説
明
）

こ
れ
は
市
長
事
務
部
局
の
職
員

中
「
事
務
吏
員
九
八
人
」
を
、

税
法
の
改
正
に
よ
り
固
定
資
産

の
評
価
替
え
な
ど
を
は
じ
め
増

加
す
る
事
務
処
理
に
事
務
吏
員

一
四
人
の
増
員
を
必
要
と
す
る

の
で
「
事
務
吏
員
一
一
二
人
」

に
改
め
た
も
の
で
す
。

市
債
の
起
債
に
つ
い
て

（
五
件
）

財
産
の
取
得
処
分
（
四
件
）

（
説
明
）

こ
の
う
ち
で
、
仙
崎

下
水
道
終
末
処
理
場
の
用
地
と

し
て
仙
崎
中
ノ
蔵
の
田
と
畑
を

取
得
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い

一
般
、
特
別
両
会
計
の
追
加
予
算

（
説
明
）

お
も
な
事
業
は
次
の
と
お
り

・
仙
崎
本
町
通
り
の
舗
装

移
動
公
民
館
用
四
輪
自
動
車
の

購
入

・
国
体
相
撲
会
場
施
設
整
備
の

た
め
自
衛
隊
え
委
託
す
る
工

事
・
庁
舎
建
築
に
伴
う
県
有
地
払

下
げ
を
受
け
る
に
つ
い
て
の

代
替
地
（
六
ニ
一
坪
）
買
収

三
十
五
年
度
各
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

各
会
計
別
決
算
に
対
し
監
査
委

員
の
意
見
を
付
し
て
提
出
さ
れ

た
が
何
れ
も
決
算
が
正
確
で
あ

る
こ
と
を
市
議
会
に
於
て
認
定

さ
れ
た
。

市
議
会
事
務
局
と

県
出
先
が
移
転

長
門
市
で
は
今
年
新
庁
舎
を
建

築
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
、
ご
承

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

敷
地
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、
現

在
の
県
教
育
事
務
所
、
農
業
改
良

普
及
所
と
木
炭
検
査
所
は
、
と
り

あ
え
ず
、
さ
る
十
日
か
ら
、
い
ま

ま
で
の
市
議
会
事
務
局
と
議
事
堂

に
仮
移
転
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
市
議
公
事
務
局
は

中
央
公
民
館
会
議
室
（
も
と
食
堂

）
に
移
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
月
末
ま
で
に
は
市
民
課

、
総
務
課
、
財
政
課
、
収
入
役
室

、
税
務
課
、
経
済
課
、
福
祉
事
務

所
な
ど
も
現
在
の
中
央
公
民
館
大

講
堂
に
移
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

国
体
相
撲
会
場
は

赤
崎
山
と
決
定

会
場
設
置
問
題
で
難
行
し
て
い

た
昭
和
3
8
年
開
催
の
第
1
8
回
山
口

国
民
体
育
大
会
相
撲
会
場
は
、
昨

年
末
の
市
議
会
で
赤
崎
山
に
っ
く

る
こ
と
に
正
式
き
ま
り
ま
し
た
。

二
月
上
旬
か
ら
自
衛
隊
の
手
に

よ
っ
て
整
地
工
事
が
進
め
ら
れ
引

続
い
て
整
備
仕
上
工
事
を
行
う
予

定
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

合
計
が
一
七
、九
三
〇
名

基
本
選
挙
人
名
簿
確
定

昨
昭
和
三
六
年
一
二
月
二
〇
日

に
確
定
し
た
長
門
市
内
の
基
本
選

挙
人
名
簿
登
録
人
員
が
、
こ
の
ほ

ど
市
選
管
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た

各
投
票
区
別
の
登
録
者
数
は
次

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
昭
和

三
五
年
一
二
月
確
定
の
登
録
者
数

よ
り
も
男
五
〇
名
減
、
女
三
一
名

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
票
区
名通

田
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七
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五
四

言

五
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Ξ
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大
日
比

湊
正
明
市

上
ノ
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湯
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芸
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、
宝

六

九
一
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一

、
里

一

渋
　
木

大
　
峠

木
　
津

大
羽
山
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町
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一
一
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一
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四

５日に恒例の出初式
又野副団長等に県協会長表彰

恒
例
の
消
防

出
初
式
は
去
る

一
月
五
日
午
前

九
時
か
ら
仙
崎

漁
港
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
参
加
し

た
消
防
ポ
ン
プ

は
消
防
自
動
座

以
下
二
六
台
、

消
防
団
員
は
原

田
団
長
以
下
六

四
五
名
か
、
山

口
県
知
事
（
代

理
、
県
出
納
長

）
野
村
長
門
市
長
ら
来
賓
約
八
〇

名
の
前
で
雄
姿
を
披
露
し
ま
し
た

ま
た
、
同
時
に
各
種
の
表
彰
が

あ
り
そ
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
。

［
県
消
防
協
会
長
表
彰
」

（
功
績
表
表
彰
）

又
野
半
四
郎
、
三
井
重
一
、
大
野

音
男
、
清
原
太
郎

（
勤
続
表
彰
）

・
三
五
年
　
又
野
半
四
郎

・
三
〇
年
　
田
村
利
夫
、
鷹
木
悟

・
二
五
年
　
宮
本
秀
一

・
二
○
年
　
永
田
芳
三
、
増
野
健

山
谷
七
蔵
、
谷
川
員
男
、
西
島
保

次
、
福
井
隆
、
西
島
猛
雄

・
一
五
年
　
山
中
吾
弌
、
後
根
保

後
根
邦
年
、
後
根
鋼
一
郎
、
坂
本

亘
弘
、
石
田
和
美
、
黒
川
絹
司
、

磯
野
俊
江
、
坂
倉
順
一
、
上
川
伝

四
郎
、
池
永
仁
平
治
、
水
嶋
音
一

荒
川
三
一
、
内
山
小
一
、
磯
野
寛

一
、
池
永
万
次
郎
、
磯
部
年
正
、

大
坂
万
一
、
安
藤
忠
久
、
村
山
音

幾
、
新
宅
哲
男
、
国
光
勇
、
荒
川

輝
人
、
山
下
英
雄
、
林
正
春
、
吉

津
松
男
、
三
輪
慶
作
、
上
利
栄
一

郎
、
村
中
義
雄
、
魚
谷
治
人
、
天

野
吉
明
、
萩
原
新
一
、
深
田
克
、

萩
原
作
一
、
中
原
登
、
河
辺
寛
治

岡
本
明
、
実
広
武
士
、
木
原
唯
雄

長
谷
川
一
登
、
高
々
克
已
、
西
本

定
一
、
川
崎
俊
春
、
秋
里
唯
雄

（
感
謝
状
と
記
念
品
）

村
田
福
勝
、
谷
村
弥
一
、
永
安
芳

雄
、
伊
墜
三
茂
、
山
村
穀
夫
　
泉

耕
作
、
大
下
登
、
百
合
野
忠
治
、

富
士
名
一
夫
、
大
工
清
、
松
尾
芳

夫
、
天
野
吉
朗

市
長
表
彰

（
現
場
功
労
表
彰
）

重
広
甚
太
郎
、
百
合
野
百
蔵
、
永

瀬
茂
、
原
田
功
夫
、
河
野
泰
男
、

深
用
第
七
分
団
、
深
川
第
十
分
団

深
川
第
十
一
分
団
、
深
川
第
三
分

団
、
仙
崎
自
動
車
分
団

（
優
良
団
員
表
彰
）

森
田
千
代
一
、
宮
本
秀
一
、
山
崎

文
弌
、
上
利
栄
次
、
兼
谷
真
助
、

境
田
安
次
、
富
士
名
一
夫
、
清
水

富
雄

〔
写
真
は
県
消
防
協
会
長
（
代
理

）
か
ら
表
彰
状
を
受
け
る
又
野
副

団
長
〕

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

国
体
施
設
、
市
庁
舎
改
築

長
門
市
長

野
　
村
　
鳳
　
介

昭
和
三
七
年
の
新
春
を
む
か
え

市
民
の
み
な
さ
ま
に
つ
つ
し
ん
で

新
年
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

国
の
経
済
成
長
は
年
々
著
し
い

進
歩
を
逐
げ
、
特
に
所
得
倍
増
政

策
の
波
に
の
り
昨
年
前
半
は
活
気

に
満
ち
た
好
況
で
あ
り
ま
し
た
。

後
半
は
国
際
収
支
の
改
善
で
若

干
の
緊
縮
ム
ー
ド
が
あ
ら
わ
れ
ま

し
た
が
、
全
国
的
に
は
や
は
り
引

続
く
豊
作
で
有
史
以
来
の
経
済
、

文
化
り
向
上
い
兄
ら
訌
だ
こ
と
は

本
当
に
め
で
な
い
限
り
で
ふ
り
ま

す
。本

市
に
お
い
て
も
昨
年
は
財
政

再
建
完
了
後
の
自
主
財
政
第
一
年

目
で
健
全
財
政
の
基
盤
を
つ
く
る

大
事
な
年
で
あ
り
、
市
政
の
適
正

合
理
化
に
専
念
し
、
ま
ず
ま
ず
大

過
な
く
越
年
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
こ
と
は
三
万
市
民
の
み
な
さ

ま
の
市
政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
ま
こ
と
に

感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

本
年
も
ま
た
年
頭
に
あ
た
り
決

意
を
新
た
に
し
市
民
の
福
祉
増
進

に
全
力
を
傾
倒
し
た
い
所
存
で
あ

り
ま
す
。

就
中
本
年
は
ご
承
知
の
と
お
り

明
年
本
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
体

育
大
会
の
際
の
相
撲
会
場
が
昨
年

本
市
に
正
式
決
定
さ
れ
た
こ
と
に

伴
な
い
こ
の
稀
有
の
大
事
業
引
受

準
備
態
勢
の
確
立
は
県
を
挙
げ
て

の
こ
と
な
が
ら
、
本
市
に
於
て
も

会
場
施
設
の
完
備
を
は
じ
め
こ
れ

に
関
連
し
道
路
、
交
通
、
通
信
、

宿
舎
、
環
境
衛
生
等
の
整
備
あ
る

い
は
こ
の
機
会
に
永
年
の
重
要
懸

案
で
あ
る
県
道
青
海
大
橋
着
手
促

進
す
る
こ
と
等
全
市
民
の
絶
大
な

る
ご
協
力
に
よ
り
万
全
を
期
さ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
、
ま
た
一
方
明
年

は
市
政
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
り

こ
れ
を
記
念
し
市
庁
舎
の
建
築
完

成
を
目
ざ
し
て
お
り
こ
れ
ま
た
国

体
関
連
事
業
と
共
に
将
来
の
本
市

発
展
の
基
本
的
大
事
業
を
か
か
え

限
ら
わ
た
本
市
財
政
上
誠
に
多
難

を
予
想
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
日
常
経
済
生

活
の
向
上
と
福
祉
増
進
を
念
頭
に

引
続
い
て
市
民
税
々
率
の
改
訂
に

よ
り
税
負
担
の
軽
減
や
又
私
極
的

に
は
産
柴
、
観
光
　
教
育
、
社
会

福
祉
等
基
盤
充
実
と
振
興
の
た
め

の
公
共
施
設
投
資
に
財
政
上
許
す

限
り
の
努
力
を
は
ら
い
一
般
行
政

事
務
に
つ
い
て
も
全
職
員
と
と
も

に
事
務
の
合
理
化
と
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
市
政
の
円
滑
な

運
営
に
対
処
し
た
い
覚
悟
て
あ
り

ま
す
。

以
上
簡
単
に
所
懐
の
一
端
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
ど
う
か
今
年

も
倍
旧
の
ご
協
力
ご
支
援
を
切
に

お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

心
か
ら
み
な
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご

隆
昌
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

市
政
全
般
の
内
容
充
実

長
門
市
議
会
議
長

原
田
与
之
一

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
希
望
の
新
春
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
の
ご
清

福
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

昨
年
は
国
際
的
に
は
人
間
衛
星

打
上
げ
に
成
功
す
る
宇
宙
年
を
讃

え
、
一
方
で
は
ベ
ル
リ
ン
問
題
が

急
迫
し
、
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
る

よ
う
に
核
爆
発
実
験
が
再
開
さ
れ

世
界
の
庶
民
に
大
き
な
不
安
と
焦

そ
う
を
ち
え
た
の
で
あ
り
ま
し
た

国
内
で
は
比
軟
的
平
皀
で
あ
り

ま
し
た
が
、
第
二
次
池
田
内
閣
の

経
済
成
長
計
画
の
行
過
ぎ
調
整
や

国
際
収
支
の
悪
化
は
年
の
瀬
に
は

よ
う
や
く
本
市
の
業
界
に
も
波
紋

が
及
ん
だ
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。

か
よ
う
な
情
勢
再
建
脱
却
の
第

一
年
と
し
て
市
議
会
と
し
て
は
完

全
自
治
の
気
構
え
の
も
と
に
新
し

い
希
望
を
も
っ
て
の
ぞ
み
、
幾
多

の
重
要
事
件
に
当
面
し
ま
し
た
が

、
幸
い
議
会
は
円
満
に
市
政
の
伸

展
を
第
一
目
的
と
し
て
誠
心
誠
意

努
力
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
大
過

な
く
越
年
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
み
な
さ
ん
の
ご
支

援
と
ご
協
力
の
賜
と
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

迎
え
ま
し
た
一
九
六
二
年
は
世

界
平
和
え
の
な
お
厳
し
い
試
練
の

年
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
宇

宙
時
代
え
の
進
展
も
ま
た
期
待
さ

れ
ま
す
。

わ
か
国
は
こ
の
中
に
あ
っ
て
外

交
発
展
の
試
金
石
の
年
と
な
る
で

あ
り
ま
し
よ
う
が
、
貿
易
の
拡
大

も
っ
て
経
済
の
安
定
と
繁
栄
に
大

き
い
希
望
を
も
っ
の
で
あ
り
ま
す

長
門
市
も
年
と
共
に
発
展
し
、

市
政
施
行
以
来
九
年
目
を
迎
え
ま

し
た
が
、
し
か
し
市
民
の
福
祉
を

増
進
し
生
活
の
安
定
を
は
か
る
に

は
今
後
幾
多
の
重
要
問
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。

そ
の
解
決
は
直
接
市
政
を
担
当

す
る
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で

あ
り
ま
し
て
国
や
県
の
施
策
と
相

挨
っ
て
、
市
財
政
の
範
囲
内
に
お

い
て
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、

す
な
は
ち
、
今
年
は
市
政
九
歳

の
成
果
を
盛
り
あ
げ
十
代
え
の
完

全
な
素
地
を
仕
上
け
る
意
義
あ
る

年
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
庁
舎
の
建
設
や
、
国
体
開
催

え
の
準
備
に
万
全
を
期
す
る
の
は

も
と
よ
り
、
市
政
全
般
の
内
容
充

実
に
最
大
の
努
力
を
傾
け
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

何
卒
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
て
は

市
政
を
深
く
跿
識
し
て
い
た
だ
い

て
、
倍
旧
の
ご
協
力
を
艱
わ
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
地
相
談
所
の

開
　
設

一
般
か
ら
の
農
地
関
係
の
相
談

に
応
じ
農
地
法
の
徹
底
を
は
か
る

た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

県
農
地
課
主
催
の
巡
回
農
地
相
談

所
が
次
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す

△
日
時
場
所
▽

一
月
二
五
日

午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

中
央
公
民
館
小
講
堂

△
相
談
内
容
▽

農
地
の
売
買
　

名
儀
変
更

農
地
の
転
用
　
　
地
目
変
更

小
作
地
引
上
　
　
耕
作
権
関
係

小
作
料
関
係
　
　
水
利
権

通
行
地
役
権
関
係

そ
の
他
農
地
の
利
用
関
係
問
題

△
相
談
員
▽

農
地
課
職
員
　
　
　
　
二
名

た
ば
こ
は
市
内
で
買
い
ま
し
よ
う
。
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国
保
だ
よ
り

出
産
（
死
亡
）
届
出
の
際
は

被
保
険
者
証
も
一
緒
に

従
来
、
出
産
（
死
亡
）
の
届
出

を
さ
れ
り
場
合
国
保
の
被
保
険
者

証
を
持
参
さ
れ
な
い
た
め
、
国
保

か
ら
差
上
げ
る
助
産
（
葬
祭
）
費

一
〇
〇
〇
円
の
支
給
や
、
被
保
険

者
り
異
動
の
手
続
が
遅
れ
て
居
り

ま
し
た
。
今
後
は
な
る
べ
く
早
く

助
産
（
葬
祭
）
費
を
支
給
し
且
つ

被
保
険
者
の
異
動
処
理
も
早
く
行

い
保
険
料
の
賦
課
を
適
正
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
出
産
（
死

亡
）
の
届
出
を
さ
れ
る
場
合
は
必

ず
国
保
被
保
険
者
証
も
一
緒
に
御

携
行
の
う
え
給
付
係
で
所
定
の
手

続
を
し
て
爭
さ
い
。

医
師
で
の
受
診
は

な
る
べ
く

時
間
内
に

病
気
の
た
め
医
師
に
診
察
を
受

け
る
場
合
、
や
や
も
す
る
と
時
間

に
無
頓
着
に
受
診
さ
れ
る
方
が
少

な
く
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
か
、
診
療
時
間
内
（
医
師
に
よ

り
多
少
の
差
は
あ
る
が
、
普
通
土

曜
の
午
後
及
び
日
曜
祭
日
を
除
き

午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で
）

に
受
診
し
な
い
と
、
医
師
の
私
生

活
と
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
又
初
診

（
再
診
）
料
も
時
間
内
の
料
金
よ

り
余
分
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
か
ら
、
今
後
は
生
業
や
仕
事
の

都
合
又
は
急
病
等
止
む
を
得
な
い

場
合
の
外
は
な
る
べ
く
時
刷
内
に

受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

英
語
会
話
の

受
講
者
を
募
集

（
資
格
）

学
生
を
除
く
ほ
か
は
市
民
で
あ

れ
ば
誰
れ
で
も
よ
い
。
と
ど
に
、

初
心
者
を
歓
迎

（
申
込
期
日
）

１
月
2
0日
（
土
）
ま
で
に
中
央

公
民
館
に
申
込
ひ
こ
と
、
会
費
は

い
ら
な
い
。

（
講
師
）

ジ
ョ
ン
、
グ
レ
イ
ビ
ル
先
生

な
お
、
第
一
回
目
は
三
月
2
2
日

か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
（
毎
週
月
曜

日
）
午
後
七
時
か
ら
一
時
間
、
中

央
公
民
館
で
。

新らしい泉源もとめて
湯本にボーリングエ事

最
近
、
湯
本
温

泉
に
は
大
旅
館
の

建
築
や
旅
館
の
改

築
な
ど
に
よ
っ
て

現
在
の
温
泉
源
で

は
、
ま
か
な
い
き

れ
な
い
た
め
市
で

は
、
ほ
か
に
温
泉

源
を
求
め
る
た
め

に
昨
年
十
二
月
か

ら
湯
本
小
松
旅
館

の
横
（
大
寧
寺
よ

り
）
と
山
村
屋
旅

館
と
原
田
旅
館
の
間
の
市
有
地
と

の
ニ
カ
所
に
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
を

は
じ
め
ま
し
た
。

「
い
ま
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
温
泉
は

出
て
い
な
い
が
、
見
と
お
し
は
明

る
い
」
と
係
は
話
し
で
い
ま
す
。

ま
た
、
山
村
屋
旅
館
と
原
田
旅

館
と
の
間
の
市
有
地
に
豊
富
な
温

泉
源
で
も
兒
っ
か
わ
ば
弁
ｊ
を
も

っ
て
気
か
ら
に
人
浴
で
九
る
市
民

ヘ
ル
ス
、
セ
ン
タ
ー
了
作
る
こ
と

も
可
能
だ
と
市
長
も
帳
閇
っ
て
い

ま
す
。

市
営
住
宅
の
補
欠

入
居
者
を
募
集

い
ま
市
内
に
あ
る
市
営
住
宅
は

そ
れ
ぞ
れ
入
居
し
て
い
ま
す
が
、

（
今
春
完
成
の
板
持
団
地
も
入
居

者
決
定
ず
み
）
こ
の
人
た
ら
が
、

転
出
な
ど
で
市
営
住
宅
を
出
る
場

合
を
予
想
し
て
、
く
じ
で
入
居
順

位
を
き
め
る
補
欠
人
居
者
を
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。

（
住
宅
の
場
所
）

市
内
各
団
地

（
入
居
資
格
）

イ
、
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所

の
あ
る
人

口
、
い
ま
、
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
し
て
い
る
親
族
の
あ
る

人
（
、
政
令
で
定
め
ら
れ
た
基
準
の

収
入
（
一
種
は
三
万
二
千
円
か

ら
一
万
六
千
円
、
二
種
は
一
万

六
千
円
以
下
）
が
あ
っ
て
独
立

の
生
計
を
い
と
な
み
　
家
賃
と

敷
金
（
家
賃
の
三
ヵ
月
分
）
を

支
払
う
能
力
の
あ
る
人

二
、
い
ま
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

（
申
込
方
法
）

市
役
所
財
政
課
管
財
係
か
各
支

所
備
付
の
入
居
申
込
書
に
添
付
書

類
（
給
与
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票

）
を
そ
え
て
申
込
む
こ
と

（
申
込
期
限
）

昭
和
3
7年
１
月
3
1日
ま
で
必
着

の
こ
と

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
財
政
課
管
財

係
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

公民館に自動車がはいります。公民館では、
今その名っけ親をさがしております。
立派な名まえをつけてやって下さい。

移動公民舘の名まえ募集
移動公民だとは
公民館いいろいろな事業が、公民館の施設内だけで

終ることなく、部落や、名種グループの集会や行事
に、図書や映写機等のあらゆる教材教具が提供でき

るように車による動く公民館つまり” 移動公民館〃

と名づけております。自動車の形や大きさは、市の

広報車と殆人ど同じです。

募　集　要　項

長門市民でしたら誰でも応募できます。

１月２２日までに瓢孔に車応名まえ１つと住所氏名

を明記の上、中央公民館宛にお出し下さい。

枚数に制限なし
審査の力法は、応募作品の中数点を公民館運営審議

会委員が推せんし、これを審査員（市長、議長、教
育委員長、教育長、社公教育委員長）か審議の上決

定致します。

決定の名まえを多数の人が出しておられる場合は抽
せ人の結果５名の力に記念品を差上げると共に、市

内１周の初乗車に御招待致します。

踏
切
り
事
故
を

な

く

そ

う

年
の
は
じ
め
は
、
と
か
く
気
持

ち
が
お
ち
つ
か
ず
、
と
ん
だ
災
難

に
か
か
り
や
す
く
、
一
年
間
で
も

も
っ
と
も
交
通
事
故
の
お
こ
り
や

す
い
月
で
す
、

特
に
鉄
道
踏
切
で
は
次
の
こ
と

を
よ
く
守
っ
て
、
尊
い
生
命
や
財

産
を
ま
も
り
ま
し
よ
う
。

①
　
あ
る
く
人
は
踏
切
り
の
手
前

で
一
旦
と
ま
っ
て
、
左
右
を
よ

く
兄
で
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確

か
め
て
と
行
乞

②
　
複
縁
の
と
こ
ろ
で
は
、
反
対

の
方
回
か
ら
も
列
車
が
こ
な
い

こ
と
を
儼
か
め
て
か
ら
と
お
る

③
　
警
報
機
に
赤
の
灯
が
点
滅
し

ベ
ル
か
嗚
っ
て
い
る
間
は
危
険

で
あ
り
ま
す
か
ら
絶
対
に
横
断

し
な
い
こ
と
。

ミ
ス
若
、
戸
、
博

募
　
　
集

今
年
の
秋
に
若
松
と
戸
畑
を
結

ぶ
若
戸
橋
が
完
成
こ
れ
を
記
念
し

て
、
若
松
市
と
戸
畑
市
が
共
同
で

大
博
覧
会
を
開
催
し
ま
す
が
、
そ

の
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
ミ
ス
若

戸
博
」
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
。

（
募
集
期
限
）
昭
和
三
十
七
年
三

月
末
日
ま
で

’
申
込
先
）
戸
畑
市
昭
和
通
り

一
丁
目
若
戸
博
協
会
事
務
局

（
選
彰
人
員
）

ミ
ス
若
戸
博
　
　
　
一
名

準
ミ
ス
若
戸
博
　
　
二
名

選
彰
　
　
　
　
　
　

十
名

（
応
募
資
格
）

①
日
本
国
民
で
昭
和
一
二
年
四

月
一
日
が
ら
昭
和
一
九
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
末

婚
女
性

⑦
身
長
一
メ
ー
ト
ル
五
五
セ
ン

チ
以
上

（
申
込
書
類
）

①
申
込
書
鄰
　
　
　
　

一
通

用
紙
は
市
役
所
か
商
工
会
議

所
に
あ
る

④
正
面
と
側
面
の
全
身
洋
装
写

真
二
枚
（
昭
和
三
十
六
年
一
月

以
降
搬
影
し
た
手
札
型
）

（
審
査
期
日
）

昭
和
三
十
七
年
四
月
二
八
日

（
予
定
）

（
そ
の
他
）
ぐ
わ
し
い
事
は
市
役

所
商
工
観
光
係
か
商
工
会
議
所
に

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

危
い
ツ

山
野
で
の
た
き
火

山
林
火
災
の
ほ
と
ん
ど
が
、
山

野
で
の
た
き
火
、
煙
草
の
す
い
が

ら
、
炭
が
ま
の
不
始
末
な
ど
ち
よ

っ
と
し
た
不
注
意
が
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
山
火
事
の
多
い
い

シ
ー
ズ
ン
で
す
か
ら
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

１
　
常
に
気
象
通
報
に
注
意
し
、

異
常
乾
燥
注
意
報
な
ど
の
警
報

が
発
令
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

厳
重
に
注
意
す
る
。

２
　
火
入
れ
に
つ
い
て
は
市
長
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
正
屬

に
手
続
を
せ
ず
に
火
入
れ
を
し

な
い
こ
と
。

（
写
真
、
市
消
防
本
部
が
市
内
小

中
学
校
児
童
生
徒
よ
り
募
集
し
た

防
火
ポ
ス
タ
ー
で
見
事
特
賞
に
入

選
し
た
俵
山
小
五
年
前
野
哲
成
君

の
作
品
）

市
内
短
縮
マ
ラ
ソ
ン

中
学
二
、三
年
入
賞

者
全
員
が
新
記
録

第
三
回
市
内
短
縮
マ
ラ
ソ
ン
は

さ
る
一
二
月
二
四
日
午
後
一
時
五

五
分
、
野
村
長
門
市
長
の
号
砲
合

図
に
参
加
八
〇
選
手
が
中
央
公
民

館
前
を
ス
タ
ー
ト
し
向
陽
小
学
校

折
返
し
六
キ
ロ
コ
ー
ス
と
湯
本
観

光
ホ
テ
ル
前
折
返
し
の
十
キ
ロ
コ

ー
ス
と
の
二
つ
の
コ
ー
ス
に
わ
か

れ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
三
位
ま
で
の
成
績
は
次

の
と
お
り
。

★
一
般
　
十
キ
ロ

①
宮
川
（
俵
山
）
四
〇
分
三
〇
秒

②
河
野
（
俵
山
）
四
二
分
三
四
秒

★
高
校
　
十
キ
ロ

①
吉
村
直
義
（
長
門
）

三
三
分
四
三
秒

②
安
達
正
治
（
長
門
）

三
６
分
匸
一
秒

②
小
林
　
　
（
水
高
）

三
占
分
一
八
秒

★
中
学
一
年
　
六
キ
ロ
．

①
後
根
　
茂
（
通
）二

二
分
○
三
秒

②
吉
富
　
　
（
深
川
）

二
二
分
二
四
秒

③
田
村
　
　
（
深
川
）

二
二
分
三
二
秒

・
中
学
二
年
　
六
キ
ロ

①
中
尾
三
郎
（
仙
崎
）

二
○
分
五
五
秒

⑧
藤
野
和
夫
（
仙
崎
）

二
一
分
匸
一
秒

③
西
村
勝
治
（
通
）

二
一
分
二
六
秒

★
中
学
三
年
　
六
キ
ロ

①
大
谷
深
司
（
深
用
）

二
〇
分
二
一一
秒

②
藤
永
敏
夫
（
俵
山
）

二
〇
分
四
六
秒

③
中
村
勝
昭
（
仙
崎
）

二
〇
分
五
四
秒

今
月
の
納
税
メ
モ

市
民
税
（
合
県
民
税
）
　
四
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
　
一
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
一
月
三
十
一
日
ま
で

長
門
市
長
　
　
野
　
村
　
鳳
　
介

長
門
市
助
役
　

林
　
　

惣

太

郎

長
門
市
収
入
役

吉
　

田
　

政
　

治

長
門
市
教
育
長
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